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Ⅰ．副学長あいさつ 

皆さんをお招きすることが出来たことを大変光栄に思い、また感謝しています。 

私たちと同じ思いをもち、同じような仕事をしている方たちを日本から、呼ぶことが出来て嬉しく

思います。私は、皆さんの実績に対して好印象を持っています。皆さんがPENインターナショナル

及び日本財団と共に活動をしてきたことに関しては、すばらしいことだと思う。 

今日の午後には、ラガーディア大学学長と会う予定です。学長は、ろう者に対するサポートサー

ビスへの理解、また国際的な活動に協力的な方です。 

大学のキャンパス内を、歩くと気づくと思うが、多くの留学生を見かけるだろう。私たちの大学

のプログラムには、日本からの留学生も多く在籍している。また日系アメリカ人も多く在籍してお

り、学士取得を目指してがんばっています。 

私は、ろう者のために力を注いでいる私たちのスタッフに感謝し誇りに思う。 

今日は、私たちからお土産を用意しました。きっと、今日の訪問をずっと覚えていてくださると

思う。ラガーディア大学においでいただきありがとう。 

 

Ⅱ．ラガーディア大学の概要 

（ＰＤＡのプログラムディレクターのトニー氏より） 

ラガーディアコミュニティーカレッジや、ニューヨーク市立大学について、また成人ろう者向け

プログラムの概要の説明をします。 

ラガーディアコミュニティーカレッジは、１９７１年に設立され、ＰＤＡのプログラムは１９７

５年に作られた。ニューヨーク市立大学は１９の大学で構成されており、在籍総数は２１８，００

０人、キャンパスは市内に点在している。ニューヨーク市は、マンハッタン、ブロンクス、スタッ

テンアイランド、ブルックリン、クイーンズの５つの行政区に分かれている。皆さんは、今クイー

ンズにいる。 

１９の大学の中の１つがラガーディア大学で、１２の学科がある。３つの学位（準学士・準理学

士・文学士の編入プログラム）と３１のプログラムを備えている。この大学は、国際的であり、ま

た学生は１５９もの国から来ており、１１０もの異なった言語が使用されている。このように大多

数が移民者である。在籍する学生は、準学士コース１３，０００人、生涯学習コース２３，０００

人である。 



 

Ⅲ．キャンパスツアー 

１．ＰＤＡのオフィス見学 

 

２．サインランゲージラボ 

（ロブ氏、ジェイソン氏より） 

このラボは州の拠出で設立され、ＡＳＬ及び英語通訳の訓練のために使用されている。ここは、

２年間のプログラムであり、資格取得も可能で、学士取得のために４年制の大学に編入するための

単位を取得することも可能である。また準学士のコースでろう教育を専攻する学生もＡＳＬを取得

するためにこのラボを使っている。 

このラボは、手話から英語に換える、すなわち視覚的言語から音声的言語に換えなければならない

ので、それに合わせてラボを作った。これまでラボを製作してきた会社は、音声言語から音声言語

へ変換するためのラボを製作していたので、ここはユニークなラボと言える。 

このラボでは、手話のビデオやＤＶＤを借りることも出来、学生は画面を見ながらヘッドホンを

使い、自分の声を録音し通訳練習が出来る。それとは別のオリジナルテープでは、既に通訳した内

容がテープに組み込まれているので、自分が通訳した内容と比べることが出来る。またＡＳＬのビ

デオを見て、自分の声を録音することができる。その後、自分の声と映像を確認することも出来る。

その他に、通訳者が行なう見本のビデオがあり、それを見ながら自分のやった内容と比べることも

可能である。 

様々な訓練に対応するために、ラボは変化している。例えばプライバシーを守るために壁が出来

たり、照明の位置を工夫するなど、学生が学習しやすいようにいろいろ工夫して作られている。 

通訳のトレーニングは、先ず、２人１組のペアで練習した後に、クラス全体で見せ合い、どのよ

うにしたら良い通訳が出来るかディスカッションをしている。再びペアに戻り、通訳をもう一度や

ってみる、といった方法を行っている。 

教員用のビデオは、全ての学生の画面とつながっていて、先生がひとつのビデオを入れれば、全

ての画面に流れる仕組みになっている。 

また、先生のメインコンピュータからは、例えば３番の学生がどのような通訳をしているか見た

いときには、３のボタンを押すと、その学生の通訳の内容を確認することが出来る。 

 

質問：ここにあるコンピュータはどのように使うのか？ 

答え：全てのブースにコンピュータがある訳ではないが、後々増やしていく予定である。学生の中

にはコンピュータが得意な人と得意でない人がいるので、得意な人はカメラを操作したり、通訳の

練習をコンピュータを通して行うことが出来る。コンピュータでは、ＶＨＳのビデオテープを使っ

た練習も出来るし、ＣＤを使った練習も出来る。 

 

質問：通訳の養成クラスに入るには、事前にＡＳＬを知っていないといけないか？ 

答え：もちろん入るには、ある程度の手話の技術がないといけない。通訳が出来るほどのものすご

い技術までとは言っていないが、ある程度の技術は必要とする。 

手話がそこそこだからといって落とすのではなく、受け入れる態勢は取っている。そうした方には

より多くのトレーニングや指導をするようにしている。 

私たちの考え方は、通訳を勉強するにあたっては、英語と手話をしっかり勉強していて、通訳の

プログラムに入る以前にろう文化であるとか、聞こえる人の文化の両方を理解している必要がある

ことが求められる。 

 



質問：通訳養成科に入るにあたってテストや技術評価があるのか？ 

答え：通訳養成科に入るにはいろいろ必要なものがある。先ず必要書類を書かなければならない。

その次にエッセイ。自分がこのプログラムで何をやりたいのかをエッセイに書かなければならない。 

その他に自分が手話をしているところをビデオに撮ったものを一緒に提出することになっている。 

それがこちらのプログラムに届くとスクリーニングという手順があり、ろう者と聴者が一緒にビデ

オを見て、その生徒が通訳科に相応しいかどうかを判断する手順になっている。 

書類のほかに、実際にその生徒と面談し、手話の技術を確認する。例えばビデオを見せて、同時

通訳をさせてみる。また絵を見せて、例えば立体的な３Ｄのような絵を見せてそれを手話でちゃん

と現わせるかどうかを見る。またその場でその学生の英語能力も確かめている。 

また、様々な話をして、ろう者文化、手話に対してどのような姿勢をもっているか、どのような

態度で望んでいるのか自体も具体的に評価している。もちろん通訳養成科に入るにあたり、ろう者

文化に対する理解、姿勢も大切な要素である。このように手話通訳技術そのものは必要とはしてい

ませんが、姿勢は重視している。 

また手話通訳技術だけでなく、手話能力と英語能力を評価している。こうした書類、テストを行

なって、生徒を選んでいく。 

選ばれなかった生徒に対しては、ろう文化との交流などをすることを勧め、次年度通訳養成科に

応募してくるようにアドバイスをしている。 

 

質問：財政的なことについて。州からの補助金で出来ていると聞いたが、古くなった施設を定期的

に更新できる費用がもらえるシステムになっているのか？ 

答え：州からこうしたラボに対する助成金を得ることは難しい。お金は、機材よりも制度やサービ

スに使われることが多いから、機材に助成金が出たことはとてもラッキーでした。 

 

ジェイソン氏より質問／皆さんの大学ではこのようなラボは使っているのか？ 

答え：筑波技術短期大学にはない。 

ジェイソン氏／それはお金、助成金が出ないからか？ 

私たちは、このラボを作るにあたっては、３年前からリサーチを行ない、１年半前に出来上がっ

た。今またリサーチを行なうとしたら、マイクはワイヤレスにするなど、機材の値段を押さえるこ

とが出来たかも知れない。 

 

質問：ディスプレイに映像が写っているが、このソフトは学校独自のものか、外で作られたものか？ 

答え：今皆さんが見ているビデオと言うのは、手話通訳養成科の学生が入学してきて１年目に勉強

する、手話の文法の構造がどうなっているか勉強するためのビデオです。このビデオはカリフォル

ニア州にある、ツリーハウスという会社で作られたもの。 

 

質問：ニューヨーク市内では、このラガーディア大学が通訳養成に関して最も力を入れているのか？

ほかの大学でも同じような取り組みをしているのか？ 

答え：そう、ニューヨーク市内では、ラガーディア大学が一番進んでいる 

 

質問：他の州には通訳養成クラスはあるのか？たとえばロサンジェルス州で。 

答え：確かに手話通訳養成科というのはアメリカにはたくさんあるが、ほとんどが２年制の準学士

のプログラムであり、通常は、１年目にＡＳＬの勉強をして、更に２年目に通訳の勉強をすること

が多いので、実際あまり通用しないというのが現状であろう。 

もちろんその他にも、すばらしい通訳養成プログラムをもった、養成科をもった学校もある 

例えば、ボストンにあるノースイスターン大学、オレゴン州にあるウェスタンオレゴン大学、もち



ろんギャローデット大学などすばらしい学校もある。 

 

質問：特にカリフォルニア州、ロサンジェルスあたりには、よいプログラムをもった通訳科のある

大学はあるか？ 

答え：カリフォルニアには二つの学校がある。一つはＣＳＵＬ、ノースリッジ大学。もう一つはピ

アスカン大学。 

その他の大学で、ノーザンコロラド大学では４年制の通訳課程で学士を取得できるようにしよう

という動きがある。その大学では遠くにいる人でも、オンラインをとおして通訳科の勉強で学士が

取れるように検討している。またさきほどの、ノースイスターン大学ではＡＳＬの手話通訳を教え

る講師を育てる、修士を取得できるところ。 

 

質問：学生がカメラで撮影され、講師がコントロールパネルで見ることができるとの説明があった

が、見ることは出来るか？ 

（席の数だけあるスイッチで切り替えるだけの単純なシステム。） 

日本でもアメリカでも同じですが、手話と通訳の技術を同時に学習しているので、技術的なこと

でアメリカでも日本でも同じようなことが起っていると思う。 

 

ラガーディア大学側より質問：アメリカにはＲＩＤという通訳の教育に関する統一した基準を作成

している組織があるが、日本には通訳養成を統一している組織というのはあるのか？ 

答え：ある。 

 

ラガーディア大学側より質問：もし通訳の資格を持っていない人も、通訳の仕事は出来るのか？ 

答え：日本には都道府県毎の資格というのがあって、それを取れば仕事は出来る。 

 

ラガーディア大学側より質問：日本に手話通訳養成の学校はたくさんあるか？ 

答え：正式な学校は数校しかないが、他に教えているというところはいくつかある。通訳養成をし

ている学校はあっても、ほとんどは手話の１レベル、２レベル、くらいの内容までしか教えていな

い。ろう者と交流して技術を学ぶ場はあるが、正式に通訳養成科という学校はない。 

 

質問：修士の通訳科はあるのか？ 

答え：現在アメリカには学士のレベルでの通訳科はある。ギャローデットには通訳養成科での修士

が取れるが、他の大学ではほとんどが学士レベル。 

 

３．図書館（メディア・センター） 

授業で必要な字幕付きビデオやＣＤの検索を行なっている。 

また家にコンピュータがない学生のためにコンピュータを１台用意してある。その他に学生が使

えるコンピュータはあるが、どこも順番待ちの列がある。 

 

4．劇場 

二つの劇場（定員２００人と２５０人）を備えており、オリエンテーションや授業に利用される

ほか、講演会や学生演劇部の公演、外部の演劇公演等も行なわれている。その際には手話通訳字幕

や文字によるサポートサービスが提供される。用途に合わせて大小の劇場を使い分ける。 

 

質問：劇場を使うクラスはたくさんあるのか 

答え：演劇関係、音楽関係のクラスは利用することは多い。 



 

質問：手話のサポート以外に、字幕や文字によるサポートも行っているのか。 

答え：勿論。スクリーンに字幕を映したり、外部のＣプリントやカートの技術者を呼びサービスを

提供している。 

 

質問：廊下の天井から吊り下げているディスプレイに表示される情報は、何か？ 

答え：ＬＣＤはろう学生だけのためではなく一般の学生のための情報提供。キャンパス内で起こっ

ていることなどを伝える。 

 

質問（続き）：聴覚障害学生に役立つ日々の情報、緊急のものだけでなく、日々のスケジュール、教

室が変わったとか、呼び出しなどにも使われているのか。 

答え：可能なことかもしれないが、実際行われているかは分からない。教室変更の場合は、もとも

との教室の前に紙を貼って伝えている。 

 

５．廊下の公衆電話にＴＴＹ 

 

６．ろう者対象の準備クラス 

英語の読み書きの力を身に付け、実際に単位を取得できるクラスに入るためのクラス。 

   

７．その他 

子供を持つ学生のための保育園が大学内に用意されており、学生は一日中子供を預けて学習に専

念することが出来る環境が整えられているとのこと。プールは学外の人たちにも利用されており、

年配のご婦人の姿が見受けられた。 

 

Ⅳ．学長あいさつ 

 

皆さん、ようこそ。皆さんが来てくださったことにとても興奮し、嬉しく思っています。 

ここにたくさんの通訳の方がいて、それぞれのコミュニケーションが移り変わっていく様子を見

て興奮している。 

ディズリーさんに日本の手話が出来るのかどうか訊ねたが、「知らない」との答えだった。 

私は、ここのプログラムにとても満足しており、誇りに思っている。この大学には大勢の留学生

が、１５０もの異なった国からここに学びにきている。今日思ったことだが、ろう者のコミュニテ

ィもインターナショナルの留学生と同じグループの一つに数えられるのではないかと思う。 

通訳がそれぞれ、いろいろなところでいろいろな通訳をしているのを見るのは初めてのことなので、

あちこちに目がいっている状況です。 

私が日頃行きたいと思っている国の中に日本がある。それが何故なのか説明したい。私は小説を

読むことがとても好きだが、小説の中でも特に日本の小説が好きです。最近読んだ小説の中に、村

上龍さんの「海辺のカフカ」という本がある。皆さんもご存知ですか？彼が最近書いたお薦め小説

です。書かれている内容と言うのは、昔の日本と今現在の日本がうまくつながっているような話で

とても興味深い内容になっていている。夢が叶って日本に行くことが出来るのであれば、皆さんを

訪問したいと思っている。 

ここにいるスタッフを大変誇りに思っていま。最近出来たＡＳＬラボについては、これまで私た

ちが行なってきたものの中でもすばらしいものの一つである。ＡＳＬラボのようなテクノロジーが、

学生同士を引きつけて、手話に興味を持ったり、ろう者の文化に興味を持ったりすることになって



いるので、すばらしいことだと思っている。 

 

質問：私たち日本各地で高等教育に関わるメンバーのために、たくさんの専門家の方たちと準備を

していただいてありがとうございます。 

学長：「ありがとう」だけは分かります。 

質問：どのようなお考えで、どのようなろう・難聴者の人たちを育てたいと思われているのか？ 

学長：私たちが持っている哲学のようなものは、参加型。ろうの学生が全てのことに参加できるよ

うな環境を与えるということ。ですから私たちが行なっていることは、全てのことにアクセスでき

るような、全ての人が参加できるような環境を作ること。 

それと、もちろんろう文化を学校内で保っていくこと。そうすることによって、ろう学生が安心

して学校生活を送れるように、ろう文化を学校のキャンパスの中でも保つための場所を提供するこ

とではないかと考えている。 

一番難しいのはお金の問題。そこにバリアを感じる。 

質問：今おっしゃっていただいたように、ベストの環境を与えることが、やはり聞こえない人の力

を最大限伸ばすことだと思っている。共感する。 

学長：ろう学生は、学校生活で厳しいことに直面しているので、私たちの学校でも、聞こえる学生

と同じ位成功しているかと言われれば、そうではない。私たちが期待するほどにはまだ成功してい

ない。ですから、私たちの理想を実現するために、いろいろと働きかけを行なっているところです。

どうもありがとうございます。 

 

Ⅴ．ＰＤＡ（Ｐｒｏｇｒａｍ ｆｏｒ Ｄｅａｆ Ａｄｕｌｔ） 

 （トニー氏より） 

 

私たちのプログラムは１９７５年に成立しました。資料に基本的な情報は載っているが、一つは

「ＰＤＡについて」、二つ目は「サポートサービスについて」、三つ目は「ろう・難聴者を対象にし

た生涯学習について」で構成されています。 

この学校は７月１日に始まり翌年６月３１日までが年間のスケジュール。２００３年と２００４

年の統計では、ＰＤＡのサービスを受けた学生は１，６５０人であり、その中には、学士取得を目

指す３１人が含まれている。１０１人の成人ろう者が生涯学習で学び、１９５人のろう・難聴が、

通訳養成科や通訳に関するワークショップに参加している。１０６人の健聴学生がＡＳＬのクラス

を受講し、１０２１人もの学生がＡＳＬ関係または通訳関係のワークショップに参加したというこ

とになっています。 

ＰＤＡの中にもいくつかコースがあり、その一つが学士取得のために学ぶ学生のためのものでも

ある。担当のキム氏が指導にあったている。ジェーン氏が通訳派遣に携わるコーディネーターを務

めている。もう一つのプログラムが生涯学習で、そのアシスタントディレクターがキャット氏さん。 

この大学には手話通訳養成科があり、２年間のプログラムで養成し、また通訳のワークショップも

実施しています。通訳科のディレクターがロブ氏です。 

ＰＤＡのプログラムが複数ある中で、最後の一つがＮＥＴＡＣである。ディズリー氏が担当して

います。 

 

１．サポートサービス（キム氏より） 

 

私は、サポートサービスのコーディネーターを担当。アカデミックカウンセラー（学生指導員）

です。実際に関わる学生は、ろう学生、難聴学生、盲ろう学生です。学生は全米から集まり、また



留学生も大勢いる。この大学の受け入れ条件は、高校を卒業していること、または他の大学で取得

した単位を移行することも可能である。そうした学生と初めに会う。コミュニケーションも取りや

すく、ジェーン氏や他のスタッフが一緒に話をすることもある。 

サポートサービスでは、通訳の派遣、ノートテイカーやチューターといったサービスを受けるこ

とが出来る。サポートサービスを提供する理由は、この大学はインクルージョンの状況であり、ろ

う学生が成功していくためにはこうしたサービスが必要であるからです。 

 

（ジェーン氏より／通訳のコーディネーター担当） 

日本の状況は分からないが、このような環境、サポートできるサービスがあることを幸運に思っ

ています。ろう学生も聞こえる学生と同じように、平等に講義を受けられるサポートは法律で義務

付けられている。法律でいろいろなサービスを提供しなければならないとされているが、このラガ

ーディア大学を特別なものにしているもの、学長から話があったと思うが、ろう学生が聞こえる学

生と同じように、どのサービスにも平等にアクセスできる、というところにある。 

 

サポートサービスの内容は、 

 

１） 先ず学生はアドバイスメントを受ける。 

ここでは学生と、長期的な目標は何か、専攻する科目によって何を履修するか、などを話し合う。 

 

２）基礎的なリーディング、ライティングのクラス  

始めは、スキルアセスメントテストを行う。これはＣＵＮＹ（Ｃｉｔｙ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ 

ｏｆ Ｎｅｗ Ｙｏｒｋ）にて作成したテストで、その後４５時間の授業を受けて達成度を測るた

めの次の学力テストが課せられる。それは理解力を問うテストであり、テストの結果が６５点以下

だった学生は、基本的な読解力・筆記力のクラスの受講が課せられる。 

白澤記録：アセスメントテストを受験→65 点以下→45 時間のクラス受講→ポストテストを受験（CUNY Skills 

Assessment） 

私がこの大学に来たのは１９８５年。それ以前にはこうしたテストがなくて、ろう学生はいきな

りメインストリーミングに配置されてしまうので単位を落とすことが多く、落第する学生が多かっ

た。大きな違いは、聞こえる学生が持っている読解能力・筆記能力と、ろう学生が持つ能力とは違

っている。また先生が何を言ったのか、理解力も違っている。ノートを取れないという学生には時

間を与えてノートを取らせる。大切なことはどのＡＳＬがどの英語に対応しているのか、をしっか

り教えている。 

学生のレベルに合わせた教材を使い指導している。リーディングのクラスでは学生が読んだ内容

について文法に重点をおくのではなく、要点をつかんでいく形で授業を進めている。ライティング

のクラスでは文法に重点をおいている。 

Ｘ－ＷＯＲＤグラマーというのは、１９７１年にコロンビア大学で作られたもので、英語の文法

を簡潔にまとめたもの。一つはｂｅ動詞、例えばａｍ、ｗａｓなど２０の動詞を教える。その動詞

を使って否定文を作ったり、この主語にはこの動詞を合わせる、といったこと。 

ろう者のための筆記能力を高めるクラスでは、たくさんのエッセイを書かせている。書いたもの

に更に書き足したり、間違ったところは直す作業をしている。 

私が担当しているクラスと、普通のメインストリーミングのクラスとの違いは何かと言うと、私

のクラスでは、学生に自主性を持ってもらい、積極的に参加させている。一方メインストリーミン

グでは、普通は先生の言うことを聴いていてあまり参加型ではない。特にろう学生のために基本的

な学力を身につけさせるクラスでは、学生の積極性、自主性に重点を置いている。 

 



質問：資料にＳＡＴ（Ｓｋｉｌｌｓ Ａｓｓｅｓｓｅｍｅｎｔ Ｔｅｓｔ）とあるが、１９８５年

以前にはＳＡＴなどの試験に関係なく入学を許すことがあったのか。また今、試験に関係なく入学

することは可能か。 

答え：１９８５年以降は違う試験を行っており、今はＳＡＴに代わってＡＣＴ（Ａｍｅｒｉｃａｎ 

Ｃｏｌｌｅｇｅ（？） Ｔｅｓｔ）を行っている。大学に入学するためには、このＡＣＴを必ず受

けないと入学できない。 

ここにあるＡＣＴ（ＣＵＮＹ－ＡＣＴ）とは、高校生が大学入学のために受けるＡＣＴとは異なる。

名前が同じＡＣＴでも，特に読解力を確かめるためのテスト。 

 

質問：ＬＤ（学習障害）をもった学生が入学することはあるのか。 

答え：学習障害を持つ学生も同じ試験を受けて、その結果によって決まる。私のクラスに入るにあ

たっては、一般の聞こえる学生の２倍の試験時間を設けて受験させている。 

もう一つの試験は卒業に必要な試験。私が誇りに思っていることは、私のクラスの５人のろう学生

がＣＰＥという試験に合格したこと。 

 

３） 手話通訳 

通訳の派遣をしているところは、メインストリーミングの学校の中で、ろう学生が行われている

こと全てにアクセスできることになっている。通訳の派遣は授業以外にも、ろう学生が必要とする

のであれば、教員と１対１で話をしたいときや、グループ学習、キャンパス内で行なわれる様々な

イベントに通訳が必要と思われたときには私たちがサービスを提供している。 

通訳の必要性というのはとても大きなことなので、キム氏と相談して、全てのろう学生が通訳を

受けられるように、サービスを提供している。 

 

４）ノートテイク 

通訳以外に重要なサービスがノートテイカーである。ろう・難聴の学生は手話通訳を見て講義を

受けているが、ノートをとるときに目を落としたときに何かを言われても分からない。そのために

ノートテイカーが必要になる。 

ノートテイカーは、ろう学生と同じクラスをとっている学生にお願いして、その学生にはお金を

支払い、ノートテイカーという仕事をやってもらっている。 

ノートテイカーの学生にはトレーニングを課している。それはＮＴＩＤが立上げられたオンライ

ントレーニングを活用している。ノートテイカーの方々はノートテイクをするにあたって、ろうの

学生に関して、ろう文化に関して、事前に知識を持つことになっている。ノートテイクというのは

ローテクノロジーであるが、最近新しい電子機器を使った、ノートテイクという試みも行なってい

る。 

 

５）Ｃ－ＰｒｉｎｔやＣＡＲＴ 

電子的なノートテイクの中には、Ｃ－ＰｒｉｎｔやＣＡＲＴという新しいサービスがある。これ

らはコンピュータを使ったサービスであって、ろう学生がラップトップ・コンピュータを使ってク

ラスで行なわれている情報を得ることが出来るようになっている。 

しかし今、Ｃ－Ｐｒｉｎｔが出来るキャプショナーの数が少ないので、将来的にはその数をもっ

と増やして、Ｃ－Ｐｒｉｎｔのサービスを拡大していこうと考えている。 

 

６）チューター 

１対１で学生に指導を行なう。チューターという人は、手話を知っていて、それぞれの分野に長

けており、普通はだいたい学士を持っている方。社会学・数学・英語といった様々な分野のチュー



ターという方が存在する。全ての学生にチューターが必要かというわけでもないし、また強制的で

もない。学生がもし数学が苦手というときに、先ず私のところに来て、私がチューターを探して学

生に提供している。 

 

７）ＡＰＩ（Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｐｅｅｒ Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ） 

難しいコースをとっている学生のためには、ＡＰＩという特別なチュータープログラム、学習指

導プログラムが用意されている。 

ＡＰＩは、先ずＡＰＩリーダーが、ろう学生と一緒にクラスを見に行く。その後でリーダーと学

生がクラスの状況を確認し、どのように勉強していったらよいかを話し合う。ろう学生がクラスに

２～３人いる場合もある。 

 

質問：ＡＰＩリーダーは学生か、学生ではないのか。 

答え：学外から雇う場合もあり、時には学生の場合もある。例えば化学の分野であるとすると、そ

の分野の知識に長けた人が担当する。ろう学生と相談するときはもちろんコミュニケーションは手

話。 

ＡＰＩというプログラムは健聴学生のためにもある。その場合のＡＰＩというのは、学生が履修

している分野で優秀な成績をとっている学生がリーダーになる。 

ろう学生のＡＰＩというのは、健聴学生のＡＰＩをモデルにして活動しているが、学外からリー

ダーを選ぶこともあり、ときには優秀な学生を雇って行なうこともある。 

私が思うに、ＡＰＩというプログラムはとても成功していると思う。ＡＰＩを活用した学生は落

第することなく、ちゃんとクラスについていっていることが分かっている。 

 

８）試験の際の配慮 

例えば時間延長などを申し出る。 

 

９）ＦＭシステム 

難聴学生にもいろいろなサービスを提供している。難聴学生に対しては、ＦＭシステムといった

補助的な機器があり、小さなマイクを先生のジャケットの衿に付け、しゃべった内容が学生のレシ

ーバーに大きな音になって伝わるもの。 

 

10）字幕 

教室内で必要とされるものは、ビデオテープ、ＤＶＤ、字幕といったものがあげられる。先生は

古くて字幕のついていないビデオテープを使うことがあるが、字幕付きのものを使用するように言

っている。 

字幕付きというのはろう・難聴学生だけが必要というわけではなく、ラガーディア大学にはいろ

いろな国から大勢の留学生が来ているので、そうした英語を第２言語としている学生にとっても有

効なものになっている。 

 

11）ジョブ・デべロップメント 

大学を卒業して職を探す際に、みつけ方や履歴書の書き方などを教えている。 

 

質問：ノートテイカーについて。ＮＥＴＡＣがはじめたオンライントレーニングを、昨年の夏から

受けているということだが、それ以前はどのようにしていたのか。 

答え：このトレーニングが始まる前は、何もなかった。先生がクラスをどの学生がとっているかを

見つけて、先生に聞いてアシスタントをしたりとか、以前にそのクラスをとっていた学生がノート



テイクをしていた。 

 

質問：ノートテイクサービスの中には手書きだけでなくて、ＣＡＲＴ、Ｃ－ｐｒｉｔのなどの形が

あるが、ＣＡＲＴはほとんど使っていなくて、Ｃ－ｐｒｉｎｔがよいので使っていると資料にある。

何故Ｃ－ｐｒｉｎｔを選んでいるのか。 

答え：Ｃ－ｐｒｉｎｔのほうがＣＡＲＴより効果的であるということがあげられる。 

というのも、サインを使わない人にはＣ－ｐｒｉｎｔやCARTのような文字情報の方が効果的に情報

を得られるが、ＣＡＲＴは話したこと全てが文字化されてくる、Ｃ－ｐｒｉｎｔは要約して出てく

るものなので、Ｃ－ｐｒｉｎｔのほうが学生にとってはわかりやすい。 

例えばＣＡＲＴで打ち出されたものが６０ページあるとすると、それに対してＣ－ｐｒｉｎｔで

打ち出されたものが２０ページ。それを読む際にしても２０ページのものを読んだほうが効果的で

あるし時間も取られない。 

もちろん、講義で教官が話した全ての言葉を知りたいという要望から、より高いレベルの講義を

とっている学生の場合は好んでＣＡＲＴを使っていることもあるだろうが、短期大学ではＣＡＲＴ

を必要とするほどのクラスはないので使っていない、ということになる。 

 

質問：学生の読み書き能力に合っているから効果的、ということか。 

答え：そのようなことが言えると思う。学生の学習能力が合っているから、Ｃ－ｐｒｉｎｔのほう

が効果的だと考えている。 

 

質問：教えているインストラクターはどのような人たちなのか。手話に熟達して専門の内容も分か

っている人が教えているのか。 

答え：そう。もちろん手話を知っている人であるし、それが先生を雇うときトップの必要条件にな

っている。コミュニケーションが大切なものなので、手話を知っている人が、ということ。 

 

２．生涯教育（キャサリン氏より） 

 

成人ろう者のための学習を提供している。この生涯学習は、ろう者のためでもあり、聞こえる人

のためでもある。生涯学習は３つのカテゴリーに分けることができる。１つは、学習能力の向上。

筆記・読解力などの技術を向上させるというもの。２つめは自己能力を向上をさせるための内容。

３つめが手話プログラムである。 

例えば学習能力向上のためのプログラムでは、学生一人一人経歴により読み書きの能力は異なる。

また外国から来た学生の中には、自国では優秀であったのに、初めてアメリカに来てコミュニケー

ション障害に直面する学生もいる。こうした学生のために、大学のプログラムに入ってきたときは、

先ず学生の能力、レベルを計り、その学生に何が必要かをしっかり見極めて似合ったサービスを提

供し、大学に入学できるような能力を身に付けさせるように指導している。 

また、高校を卒業していない学生のためには、高校卒業のテストを再受験し、合格すると大学に入

学できるようなプログラムを提供している。こうした学生には１対１またはグループ指導も行ない、

将来の方向に付いて相談、指導を行なっている。その他に学生たちが市民権を得るためのテストに

ついても指導している。以上のようなことから、提供しているプログラムは、タイピングのクラス、

コンピュータ技術を学ぶクラス、運転のクラス、など様々な内容である。 

ろう者は州からの助成金を得て学ぶことができるようになっており、聞こえる人でも他に障害が

ある人、例えばアルコール中毒のような科学物質の中毒者、にも州から助成金が払われることがあ

る。 

 



３．手話通訳養成科（ジェイソン氏より） 

 

通訳養成科には州からお金が出て、２年間のプログラムになっている。学生の学費は無料だが、

卒業後の義務がある。それは卒業後２年間（１２，０００時間／年）、病院など通訳を必要とする場

に派遣される義務。例えば、州から助成金を受け手話通訳科に１年間在籍した学生には、１年間と

いうのは１，２００時間分が加算される。１年間無料で学んだ学生は、１年間１，２００時間働か

なければならないということ。２年間手話通訳科で学んだ学生の場合は、この２倍の２，４００時

間（卒業後２年間）働かなければならないことになる。 

 

質問：州から助成金があるというこということだが、学費相当分を補助してもらい教科書代だけを

だしてもらうのか、お金をもらうのか。それに対してあとで働くということか。学生の時にもらう

と言うのは、ちょっとした生活費ももらうということなのか。 

答え：学費だけに対して支払われる。学生生活に対するサポートは支払われない。私たちの大学に

は寮というものがないので、学生生活を支援する助成ではなく、学費だけを援助している。 

 

手話通訳科の学生に必要な要件は、先ず準学士の取得が必要。そしてモチベーションがとても大

切。ろう者と交流する、ろう文化からたくさん学ぼうとするモチベーションを持っている人が資格

要件になる。（既に手話を習得している人に通訳技術を教えるコースであるため、後で説明するよう

に手話技術も必要） 

また学生には２つの選択肢がある。１つは、通訳養成科で２年間学び資格を取得する方法。もう

１つは、私たちの大学はエンパイヤーステイトカレッジと提携していて、ここでの２年間の学習後

そちらに編入する、そこでは学士取得も可能。 

手話通訳クラスは１レベルから６レベルある。その中で通訳の仕方を学ぶ。例えばＡＳＬからＡ

ＳＬ、ＡＳＬから英語、またその逆もあるように、いろいろな手話通訳の手順を学ぶ。このコース

の中では、ＡＳＬ言語学や社会言語学も学び、手話通訳を行なう上で、ＡＳＬが環境によってどの

ような使い分けがされているか、そのようなことについても学習する。 

 

アメリカにはＲＩＤ（Ｔｈｅ Ｒｅｇｉｓｔｒｙ ｏｆ Ｉｎｔｅｒｐｒｅｔｅｒ ｆｏｒ ｔ

ｈｅ Ｄｅａｆ）という手話通訳を統制する機関があり、学生にはそこが実施する資格試験を受験

させており、その際の受験料は大学が負担している。そして手話通訳養成科を卒業した人が、卒業

後も手話関係に携わっていけるように、プロフェッショナルなものを提供している。 

通訳科の紹介（黄色の資料）と、入学の資格（白色の資料）には、エッセイやビデオを提出しな

ければならないことなどの情報が載っている。 

 

質問：ＲＩＤの試験の合格率は？ 

答え：最近ＲＩＤの資格条件というのが変わりテスト内容が変わっているが、半分くらいは合格す

るのではないか。資格条件が変わった後、全ての学生が合格できればいいなと思っている。 

 

質問：定員は何人か。志望者は毎年何人くらいか。 

答え：通訳科は２年間のプログラムで、今１年目の学生は１４名、２年目には９名。志望人数につ

いては、５０～６０人の応募がある。 

その人たちが自分の手話をビデオに撮って送ってくる。それをスクリーニングプロセスといって、

私たちがビデオを見て、技術があるかないかを見て、３０人くらいに絞る。 

次に、直接のインタビューを行なう。中にはインタビュー当日に来なかった人もいるが、そこで

また１０～１２人に最終的に絞り、その人たちが通訳科に入れる。 



お分かりのように、手話通訳科に入るにはとても厳しい条件になっている。もちろん通訳科では

手話を教えるということはない。手話を教えるのではなくて、手話を知っている人にどのように通

訳をするのか技術を身に付けさせる場所あるから、そのためにスクリーニングプロセスで、応募者

を絞る時には、手話の技術をある程度身に付けている人を選ぶことになる。 

さきほども言ったが、州がお金を出してくれて学生はプログラムに参加できる。そしてその手話

通訳科コースというのは、主に教育現場での通訳に関してのトレーニングを行なっている。 

幼稚園から高校３年までのレベルの教育通訳に関して、教育現場での通訳に関してのトレーニン

グを行なっている。だからこそ、卒業後の２，４００時間という手話通訳の仕事が、学費にあたる

わけで、その時間というのは、教育現場で使われる時間ということになる。 

 

 


